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1．はじめに 

 近年，YouTube を代表とした動画像メディアコ

ンテンツ(以下動画)を扱う Webサイトが増えてお

り，このことから動画は，私たちの生活に対して

深く関わりを持っていると言える． 

本稿では，動画像メディアコンテンツを対象と

した人物表情認識を用いた感情重要キーワード

抽出方式について示す．一般的に，動画の内容に

ついてのキーワードを抽出するために，その動画

内に出現する人物の発言内容を取得することが

必要である．動画の中で，どの部分が重要である

かの推定と，その時の発言内容の抽出は難しいと

考える．本稿では，動画内に出現する人物の表情

認識を実現し，大きく表情が表出した際に発言し

た内容が動画の重要となる内容であるとし，表情

認識の結果とともに，発言をテキストデータとし

て抽出する手法を提案する．本方式により，各動

画の感情とその内容を同時に取得することが可

能となり，検索するための感情重要キーワードを

抽出することが可能となる． 

2．関連研究 

浅田ら[1]は，動画に対して画像解析を用いて，

シーンごとに分割したのちに，分割されたシーン

の感情抽出を行い，定義した結合規則に沿ってシ

ーンを並び替えることにより異なったストーリ

を構築するシステムの開発を実現している． 

本方式は表情認識によって得られた感情の数

値を用いて，感情があると認識されたキーワード

を動画の感情重要キーワードとして出力するこ

とを試みている． 

3．提案方式 

3. 1 システム全体像 

 本提案方式の全体図を図 1 に示す．本方式は，

字幕抽出機能，感情抽出機能，感情字幕統合機能， 

単語重み付け統合機能，形態素解析機能，感情重

要キーワード抽出機能からなる． 

3. 2 字幕抽出機能 

 字幕抽出機能は，動画の字幕を時系列ごとに取

得する機能である．ここでは，字幕データベース

として扱う． 

3. 3 感情抽出機能 

 感情抽出機能は，FER(Face Emotion Recognizer)

を用いて動画内の表情の感情分析をする機能で

ある．本機能を用いることで，表情を angry，disgust，

fear，happy，sad，surprise，neutral の 7 種類の感情

にそれぞれ数値化し，取得することができる．こ

れらの感情 7 種類の数値の合計は 1.0 である．

neutral は感情が表出していない部分であるが，
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図 1：感情重要キーワード抽出方式の全体図 
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その他 6 種類は感情が表出している部分である．

従って，neutral 値が低いほど，その他 6 種類の

感情が表出していると考えられる．ここでは

neutral の値を感情データベースとして扱う． 

3. 4 感情字幕統合機能 

 感情字幕統合機能は，字幕データベースと感情

データベースを用いて，時系列ごとに 2 つのデー

タベースを統合させる機能である．時系列ごとに

統合させたデータベースを，感情別字幕データベ

ースとして扱う． 

3. 5 単語重み付け統合機能 

 単語重み付け統合機能は，形態素解析機能から

なる．形態素解析機能は，感情別字幕データベー

スの字幕から，MeCab を用いて単語を抽出する機

能である．単語重み付け統合機能は，感情字幕デ

ータベースの単語ごとの感情の数値を集計する

機能である．感情の数値によって重み付けされた

単語のデータベースを感情重み付け単語データ

ベースとして扱う． 

3. 6 感情重要キーワード抽出機能 

感情重要キーワード抽出機能は，感情重み付け

単語データベースから感情重要キーワードを抽

出する機能である．各単語の neutral の値を，降順

に並び替えることで，感情が表出している時の単

語を求めることができる．その際，複数出ている

単語もあるため，それらの単語は neutral の値を

平均して単語の重み付けをしている．ここでは， 

neutral の値が低い単語を感情重要キーワードとし

て扱う． 

4．実験 

 提案方式の有効性を検証する実験を行う．動画

に対して提案方式を適用し，感情重要キーワード

を抽出する．また，感情の大きさにあたる neutral

値を時系列順に表示し，動画内で感情が大きくな

っている箇所を可視化する．実験の流れとしては，

まず，事前に動画内のどこで感情が大きくなって

いるかを確認しておく．その後，提案方式によっ

て感情が大きいとされる箇所がそれに一致し，ま

たそこに出現する単語から感情重要キーワード

が抽出されていることを確認することで，本方式

の有効性を検証する． 

実験として入力する動画として YouTubeに公開

されている動画[2]を用いた．これは医療ドラマ

に関係する動画であり，2 人の看護師が主人公で

ある．このドラマは 1 人の看護師が，もう 1 人の

看護師を一人前に育てるために，互いにぶつかり

合いながらも成長していく物語である．ここでは

動画内で一番感情が大きくなるところは，2 人が

喧嘩する場面であると定義する．  

3 節で提案した方式を実装し実験を行った．感

情重要キーワードの抽出結果を表 1 に示す．ま

た，動画から抽出された感情重要キーワード

を，neutral 値の時系列変化と共に図 2 に示す．  

図 2 より，感情重要キーワードには「自業自

得」や「過ち」といったネガティブな印象を持

つ単語がある．実際，これらの単語が使われて

いる場面は主人公の 2 人が喧嘩している場面で

あり，感情が一番大きくなったと定義した場面

の単語から感情重要キーワードを抽出したこと

が確認された．一方，「結果」，「過去」な

ど，あまり感情に関係なさそうな言葉も感情重

要キーワードとして現れたが，そのような単語

も抽出することができる． 

5．終わりに 

 本稿では動画を対象とした人物表情認識を用

いた感情重要キーワード抽出方式を示し，新たな

キーワード抽出方式を示した． 

今後の展望としては，分析するデータ量を増や

し，動画同士の感情重要キーワードの類似度を測

ることにより，ユーザに対して，感情の表れ方の

似ている動画の検索やレコメンドが可能となる． 
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図 2：neutral 値の時系列変化 

表 1：感情重要キーワード抽出結果 

順位 キーワード Neutral値 

1 お願い 0.02729 

2 結果 0.02729 

3 自業自得 0.04842 

4 過ち 0.05 

5 過去 0.05 
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